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本報告書は、文部科学省の平成 29 年度エネルギー対策特別会計委託事業による

委託業務として、株式会社 福井新聞社が実施した平成 29 年度「地元地域の新聞

を通じた情報提供事業（新聞広報）」の成果を取りまとめたものです。 
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【業務の実績】 

 

各業務の実施日程 

 
 

① アンケート調査の分析 

 

② 新聞本紙・情報誌広告制作・掲載 

新聞本紙 平成 30 年 3 月 18 日掲載 全 15 段（カラー） 

情報誌 月刊 fu（ふう）4 月号 平成 30 年 3 月 27 日発行 本文 4 頁（カラー） 

 

③ 説明会採録広告制作・掲載 

新聞本紙 平成 30 年 3 月 20 日掲載 全 15 段（カラー） 

 

④ 業務実施に関する評価 

事後アンケート調査 

福井地区 実施日：平成 30 年 3 月 11 日 会場：エルパ（福井市大和田町 2-1212） 

敦賀地区 実施日：平成 30 年 3 月 10 日 会場：アピタ敦賀（敦賀市中央町 1-5-5） 

業務評価委員会 

実施日：平成 30 年 3 月 14 日 場所：福井放送本社 

評価委員（外部有識者 3 名） 

・ 砂川武義 氏（原子力） 

・ 早川 公 氏（コミュニケーション） 

・ 平塚幹夫 氏（財政・運営） 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①アンケート調査の分析

③説明会採録広告

 制作・掲載

実施日程
業務項目

②新聞本紙・情報誌広告

 制作・掲載

④業務実施に関する評価

新聞掲載
3月18日

月刊fu掲載
3月27日

説明会採録掲載
3月20日

事後アンケート
3月10日・11日

業務評価委員会
3月14日
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【業務の実績の説明】 

 

① アンケート調査の分析 

 「地域住民の意識を踏まえた説明会の実施（広聴・広報事業）の受託者が実施した事前ア

ンケート調査の結果、地域住民の関心の高い項目は「廃止措置計画」や「エネルギー研究開

発拠点化計画」を中心とした「これからの『もんじゅ』」についてであった。 

 

② 新聞本紙・情報誌広告制作・掲載 

「福井新聞」本紙 

掲載日：平成 30 年 3 月 18 日／全 15 段（カラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの「もんじゅ」が担ってきた研究開発の意義や廃止措置計画に関する説明等につ

いて情報発信し、知識の普及と理解の促進を図ることを目的とした広報紙面を作成した。広

聴広報事業の受託者が実施した街頭アンケート結果から、地域住民の関心が高い「廃止措置

計画」や「エネルギー研究開発拠点化計画」を中心とした「これからの『もんじゅ』」につ

いて理解促進を狙った紙面構成とした。紙面は Q&A 方式とすることで分かりやすさに留意

し、また文部科学省として地域住民に説明することを第一義とし、もんじゅ廃止措置対策監

の明野吉成氏をインタビューした内容で紙面を構成した。 
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情報誌「月刊 fu（ふう）」 

掲載日：4 月号（平成 30 年 3 月 27 日発行分）／本文 4 頁（カラー） 

 

 

 

 

新聞本紙の構成より平易な表現に変更し、イラストを多用する等誌面デザインにも配慮

することで、主読者層である女性や若年層に対して分かりやすい誌面とした。 
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③ 説明会採録広告制作・掲載 

「福井新聞」本紙 

掲載日：平成 30 年 3 月 20 日／全 15 段（カラー） 

 
 

平成 30 年 2 月 28 日（敦賀会場）、3 月 4 日（福井会場）、3 月 8 日（美浜会場）で実施し

た「もんじゅフォーラム」に対して採録紙面を制作した。 

 

④ 業務実施に関する評価 

事後アンケート 

福井県民に対して、作成した広報紙面の分かりやすさ等の効果を測定するための調査。評

価指標として、「基礎的な知識の理解促進」「知識の理解促進の実施・手法」「知識の理解促

進の実施の持続」「高度な知識への興味・関心の波及」を掲げ、肯定的回答の割合から効果

を測定した。 

  ［事後アンケート調査概要］ 

  回収数 全体：157 件（男性：80 件／女性：77 件） 

  エリア 嶺北：84 件／嶺南 73 件 
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福井地区 3 月 11 日実施 エルパ（福井市大和田町 2-1212） 

敦賀地区 3 月 10 日実施 アピタ敦賀（敦賀市中央町 1-5-5） 

 

【事後アンケート結果】 

 

質問１：新聞本紙の紙面は見やすいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２：新聞本紙を読んで、廃止措置決定後の文部科学省の取り組みについて理解が深まったと

思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３：月刊 fu（ふう）の誌面は見やすいと思いますか？ 
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質問 4：月刊 fu（ふう）を読んで、廃止措置決定後の文部科学省の取り組みについて理解が深ま

ったと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 5：今後このような「もんじゅ」に関する情報発信は必要だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 6：今後「もんじゅ」についてどのような情報を知りたいですか？ 
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［評価指標の達成状況］ 

・ 基礎的な知識の理解促進 

アンケート結果：肯定的回答の割合＝54.1％ 

・ 知識の理解促進の実施・手法 

アンケート結果：肯定的回答の割合＝80.9％ 

・ 知識の理解促進の実施の持続 

アンケート結果：肯定的回答の割合＝94.9％ 

・ 高度な知識への興味・関心の波及 

アンケート結果：肯定的回答の割合＝62.7％ 

※「廃止措置決定後の文部科学省の取り組みについて理解が深まった」54.1％ 

「今後『もんじゅ』についてどのような情報を知りたいか」71.3％ 

上記 2 つの項目の平均値として 62.7％とした。 

 

［福井会場］ 

エルパ（福井市大和田町 2-1212） 

 
［敦賀会場］ 

アピタ敦賀（敦賀市中央町 1-5-5） 

 
 

業務評価委員会 

平成 30 年 3 月 14 日に実施した業務評価委員会（実施場所：福井放送本社）にて実施内

容を検証し、理解促進に係る効果や今後の課題などの評価・意見を行った。評価は、妥当性・

有効性・効率性・印象性と持続性について行われ、総合評価は「A」であった。 

［評価委員（外部有識者）3 名］ 

・ 砂川武義 氏（原子力） 

・ 早川 公 氏（コミュニケーション） 

・ 平塚幹夫 氏（財政・運営） 


